







































































































































い」あるいは「しきたり」というほどの意味で、「 . . . は〈ディケー〉であ
る」とは、「 . . . は習いである」ということになります。この〈ディケー〉






















































































































































































































































































































8) 「必然のくびきに首をさしのべる」 (218) 参照。

















































































































































































































































































































































































































問題 ―― 一方の正義は他方から見れば不正義でありうる、という問題 ―― 
は、人間世界では遂に解決を見ず、第三部『エウメニデス』で、アテナイ
の裁判制度の縁起にまつわるアテナ女神の英断 (オレステスの無罪判決) を
待つしかなかった。これは復讐の女神 (エリニュエス) の恵みの女神 (エウ
メニデス) への変容 (本質的にはゼウスの変容) を伴なう宇宙大の出来事で
あった。
　このアイスキュロスの壮大な実験は、しかしギリシア文学史ではついに
72
一エピソードに終わった。エウリピデスの『ヒッポリュトス』は、愛の女
神アプロディテが純潔の女神アルテミスのみを崇拝する青年ヒッポリュト
スに神罰を下す悲劇である。アルテミスはヒッポリュトスを救うことも、
彼の悲惨に涙することもない。むしろアプロディテの愛するアドニス殺害
を暗示して去っていく。両女神はいわば夏と冬のように自然の秩序＝報復
の〈ディケー〉の反復を担っている。その神々の世界の円環が閉じた外側
で、瀕死のヒッポリュトスと父テセウス ―― アプロディテの代理人とされ
て息子に呪いをかけた ―― は、過誤の告白と赦しの言葉をかけあう。エウ
リピデスはギリシアの伝統的な神々の世界の枠組が崩壊した後の時代、や
がてキリスト教の福音が種播かれるに至る土壌を、はるかに指さしていた。
